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私たちの暮らしを支える電力は、イノベーションとともに新たな成長段階に

（注1）AIによる世界の電力需要の2050年はThunder Said Energyによる予想。（注2）写真はすべてイメージです。当資料の表紙デザインは核融合発電をイメージしています。
（出所）Thunder Said Energy、ニュートン・インベストメント・マネジメント（当資料においてニュートンということがあります。）
※1TWｈ（テラワット時）＝10億ｋＷｈ（キロワット時）
※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

電化の歴史 AIによる世界の電力需要
1950
年代

2000
年代 現在 2050年
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「電気」が届くまで ～「つくる」「おくる」「ためる」～

（注）イラストはすべてイメージです。すべてを網羅したものではありません。 （出所）ニュートン、各種資料
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 2



課題解決には様々なイノベーションが不可欠

（出所）ニュートン、各種資料 ※上記は2025年5月末現在のものであり、今後変更される場合があります。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 3



発電に関わる課題とイノベーション1 つくる

発電
発電を取り巻く課題

新技術による電力需要拡大 脱炭素社会への対応
各国・地域は気候変動対策のもと、再生可能エネルギーへの移行を進めています。生成AIなどデータセンターを介した各種サービスは多くの電力を消費します。

（注1）左グラフの2026年はIEAによる予想。 （注2）右の2050年の予想数値はIEAの公表政策シナリオによる予想。 （注3）イラストはすべてイメージです。（出所）IEA、各種資料
※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 4



発電に関わる課題とイノベーション1 つくる

発電

（注1）グラフはPrecedence Researchによる予想。 （注2）写真およびイラストはすべてイメージです。
（出所）Precedence Research、各種資料
※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 5



送電に関わる課題とイノベーション2 おくる

送電

（注1）数値は2022年（日本は年度）。 （注2）イラストはすべてイメージです。（出所）IEA、各種資料
※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

送電を取り巻く課題
電力生産地の遠隔化による「電力ロス」の増加
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送電に関わる課題とイノベーション2 おくる

送電

（注1）左グラフの期間は2023年～2033年、年次。Market.USによる予想。右グラフの期間は2024年～2031年、年次。Verified Market Researchによる予想。（注2）写真およびイラストはすべてイメージです。
（出所）Market.US、Verified Market Research、各種資料
※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 7



蓄電に関わる課題とイノベーション3 ためる

蓄電

（注）イラストはすべてイメージです。 （出所）各種資料
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

蓄電を取り巻く課題
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蓄電に関わる課題とイノベーション3 ためる

蓄電

（注1）左グラフの2030年は、IEAの公表政策シナリオによる予想。中央グラフの2035年、2050年はIEAによる予想。（注2）右グラフの2030年、2050年は、経済産業省による予想。 （注3）イラストはすべてイメージです。
（出所）IEA、経済産業省、各種資料
※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

グリッドスケール蓄電池 ～需給バランス調整の要～ 水素蓄電 ～次世代エネルギー、水素による蓄電～ 全固体電池 ～次世代EVの核心技術～
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「電気」が届くまで ～「つくる」「おくる」「ためる」～

（注1）株価は2019年12月末～2025年5月末（月次）、EPSは2020年12月期～2027年12月期。EPSの2025年12月期以降は、2025年5月末現在のBloomberg予想。
（注2）時価総額は2025年5月末現在、円ベース。サブテーマはニュートンによる分類。
（出所）Bloomberg、ニュートン、各種資料
※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
※上記は当ファンドのマザーファンドの組入銘柄の例であり、マザーファンドにおいて当該銘柄を今後も保有するとは限りません。また、当該銘柄を推奨するものではありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

BWXテクノロジーズ（米国）
組入銘柄紹介

発電

（年/月）
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マザーファンドのポートフォリオ概要①（2025年9月末現在）

（注1）世界株式はMSCI AC World Index。同指数は当ファンドのベンチマークおよび参考指数ではありません。 （注2）マザーファンドの予想PER、実績PBRは加重平均。現金等を除いた現物資産を100%として計算。
（注3）予想PERは2025年9月末現在のBloomberg予想。マザーファンドは同時点現在で取得可能な銘柄を基に計算。（注4）マザーファンドの実績PBRは当資料作成時点で取得可能な直近決算期のBPS（一株当たり純資産）を基に計算。
（注5）構成比率は、現金等を除いた現物資産を100%として計算。国・地域はBloombergのカントリー オブ リスク、業種はGICS（世界産業分類基準）による分類。規模別および投資分野別構成比率はニュートンによる分類。
（注6）四捨五入の関係上、構成比率の合計が100%とならない場合があります。
（出所）ニュートン、Bloomberg
※投資分野の名称はニュートンが独自に設定したものであり、今後変更される可能性があります。
※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 11

特性値 規模別構成比率（％）

業種別構成比率（％） 国・地域別構成比率（％） 投資分野別構成比率（%）

マザーファンド 世界株式

予想PER（倍） 25.3 22.4

実績PBR（倍） 4.0 3.6

規模（時価総額） 構成比率

大型株（100億米ドル以上） 78.1

中型株（25億米ドル以上100億米ドル未満） 21.9

小型株（25億米ドル未満） 0.0

米国
60.7 

フランス
6.2 

スイス 5.0 

イタリア 4.8 

ドイツ 4.4 

オーストラリア 3.7 
デンマーク 3.5 

英国 3.2 その他
8.5

資本財・サービス
51.2 

公益事業
24.5 

情報技術
10.3 

エネルギー
7.3 

素材
6.7 

発電
51.9 送電

36.8 

蓄電
11.3 



マザーファンドのポートフォリオ概要②（2025年9月末現在）

（注）構成比率は、当ファンドのマザーファンドの純資産総額を100%として計算。国・地域はBloombergのカントリーオブリスク、サブテーマはニュートンによる分類。 （出所）Bloomberg、ニュートン
※上記は2025年9月末現在の当ファンドのマザーファンドの組入上位銘柄であり、今後も当該銘柄の保有を継続するとは限りません。また、当該銘柄を推奨するものではなく、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものでもありません。
本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 12

組入上位10銘柄

銘柄名 国・地域 サブテーマ 時価総額
（兆円） 企業概要等 組入比率

（%）

1 TEコネクティビティ スイス スマートグリッド 9.6
産業向けの接続機器やセンサーを提供し、輸送、再生可能エネルギー、データセンターなどで活用される。ハイパースケーラー向けに柔軟な
ソリューションを展開。拡大するデータセンター市場の成長からの恩恵が期待される。北米の電力インフラ更新を見据えた買収を通じて事業
拡大を図る。

5.0

2 ハベル 米国 スマートグリッド 3.4 商業、産業、電力、通信市場向けに電気・電子製品を製造。電力需要の増加を背景に、データセンターや再生可能エネルギーなど成長
分野への投資を拡大し、高収益性の成長を目指す。データセンターの電気接続や電力網の強化を通じて持続的な成長が期待される。 4.8

3 プリスミアン イタリア 超電導ケーブル 4.3 エネルギーおよび通信業界向けに多用途ケーブルの開発、生産、導入支援などを行う。電力網への投資加速やデータセンターの建設と
いった長期的な追い風の恩恵を受けると見込まれ、電力網及び電化関連分野での中長期的な成長が期待される。 4.7

4 ハウメット・エアロスペース 米国 ガスタービン 11.7
商業航空宇宙分野での長い歴史に基づく優れた品質を誇り、タービンブレードの市場シェアを拡大している。
ガスタービンは、AIデータセンターの構築による電力需要の急増から恩恵を受ける中、同社はガスタービンに必要な鋳造品/鍛造品の主要
な供給者である。

4.4

5 セントラス・エナジー 米国 原子力 0.8
商業用原子力発電所向けに低濃縮ウラン（LEU）を供給するグローバルなエネルギー企業。米国内で商業用LEUの製造が認可された
2社のうちの1社であり、国家安全保障目的で米政府にLEUを供給できる唯一の企業として、原子力発電の需要拡大による恩恵が見込
まれる。

4.1

6 ライナス・レア・アース オーストラリア レアメタル 1.7
レアアースの探査・採掘を行う。再生可能エネルギーの供給網に不可欠で、エネルギー需要の増加に伴い重要性が高まるレアアースは、現
在その供給を中国がほぼ独占しているが、同社は中国以外に拠点を持つ主要企業として供給多様化ニーズに応える立場にあり、成長が
期待される。

3.7

7 ドミニオン・エナジー 米国 総合電力 7.7 エネルギー製品の生産および輸送を行う。米国で天然ガスおよび電力の供給や貯蔵ソリューションなどを提供する。
同社の主要市場である米国南部における原子力関連事業とAIデータセンターの成長から恩恵を受けることが見込まれる。 3.6

8 NKT デンマーク 超電導ケーブル 0.8 電気部品メーカー。電力ケーブルやフォトニクス製品などを提供する。AIデータセンターの構築による電力需要の増加と、これまで投資が不
足していた電力網インフラへの今後の投資機会から恩恵を受けることが見込まれ、競争環境において成長と利益率の向上が期待される。 3.5

9 エンベント・エレクトリック 米国 液体冷却装置 2.3 電子パッケージングやデータセンター向けソリューションなどを提供する電気設備企業。データセンターの成長に伴う需要増加の恩恵が見込
まれる。特に、データセンターの効率的な運用に不可欠な液体冷却ソリューションの需要が今後の成長を後押しすると期待される。 3.3

10 サザン 米国 総合電力 15.4 米国の公益事業持株会社であり、子会社を通じて電力の卸売りおよび小売りを行う。
同社はジョージア州でのAIデータセンターの建設による、地理的優位性に基づく長期的な成長要因からの恩恵が見込まれる。 3.2

（組入銘柄数：38）



本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 13



本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 14



本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 15



本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 16



本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 17



本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 18



本動画の最後に重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 19



作成基準日：2025年9月30日
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